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印刷文化の発展と持続可能な未来印刷文化の発展と持続可能な未来

2024年11月22日(金)に34名の組合員がダイトクコー
ポレーション様にて企業見学を行いました。
CSRに対する具体的な事例をご紹介いただきながら、
工場やお化け屋敷をご案内いただきました。

CSRの内容はもちろんです
が、社員の皆さんのおもて
なしや受け入れの姿勢も勉
強になりました！

CSRってすごく難しい
と思っていましたが、
具体的な取り組み方が
分かりました！
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人と人・イノベーションの架け橋に

　ここ数年、趣味のゴルフがイップスになり調子が悪い清
水ですが、１年間レッスンに通いようやく細い光が見え始
め諦めず継続する事の大切さを日々感じております。
　今回、CSR企業訪問を受け入れていただきましたダイト
クコーポレーション様ありがとうございました。ダイトク
コーポレーション様で取り組まれている沢山の事、全て勉
強になることばかりで参加していただいた方からも為に

なったと言っていただけたので良かったです。
　サステナビリティ・CSR委員会では、組合員の皆様が勉
強になる様な企業訪問を企画しています。見学してみたい
企業がありましたら気軽に委員会メンバーにご相談お願い
致します。次号のBridgeは小杉理事長の金沢シール様企業
訪問の特集予定です。
　　　　　　　　　　　　　   　サステナビリティ・CSR委員会　清水啓多

編集後記

印刷文化の発展と
持続可能な未来

ＣＳＲで拓く

声企業見学参加者の



などをおこなっています。
自社の利益だけを追求しつづけるだけ
ではなく、製造業として社員・お客
様・地域社会など、皆様の幸せに貢
献することで持続可能な経営を目指
しています。
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ＣＳＲって何？ どうしてＣＳＲに
取り組んでいるの？

どんな取り組みをしているの？印刷文化の発展と持続可能な未来
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独自の排水浄化処理システムや環境配慮型インクを開発！

生
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注力業務を決め、
生産性向上に成功！
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お化け屋敷で来客率UP！
地域とも密につながる！

本社工場：〒920-0231 石川県金沢市大野町4丁目レ40番169
Tel ：076-238-7333（代表）Fax：076-238-7272（代表）

紹介しきれないけれど、

他にもたくさんのことに

取り組んでいるんだよ！

当社では「自然と調和しながら印刷文化を発展させていく」こと
を実現するために、CSR活動を積極的に推進しています。印刷業
界における環境負荷を軽減するために、環境に優しい資材の使用
や省エネ設備の導入、生産性の向上と社員の働きやすさのために
社内の福利厚生の充実や、地域とのつながりを深める機会の創出

CSRとは、「企業の社会的責任」を意味し
ます。企業を取り巻く環境が変化する中で
持続可能な経営をする為に、社会から求め
られる要請に応えるための取組がCSRで
す。全印工連には「CSR取組項目チェック
リスト」によるCSR認定制度があります。

ＣＳＲ認定が売り上げに直結することはまだもう少し先になりそうです。しかしお
客様からの信用向上には大きく貢献しているように感じます。またＣＳＲへ取り組
むことで、生産性の向上や社員の働きやすさの改善、環境への配慮など当社が目指
す理念に近づくことが出来ていると感じます。全印工連のＣＳＲ認定制度は企業が
ＣＳＲを通じて社会的な信頼を得るために何をすればいいのかが明確に示されてい
るので、取り組む企業が増えることで印刷文化の発展と持続可能な未来に繋がると
思います。

自社で生産するものを「4色」に注力することを決めまし
た。それに合わせ「設備」「工程管理システム」「特色
インキ」「人員配置」「外注先」を更新・見直しをしま
した。その成果として、電気料金、損紙、配送料などは
減少し、人員は専任化され生産性は向上しました。

お客様ともっと顔を合わせることで「絆」を作っていきた
い。そんな想いと小畠代表の趣味から始まった本当に怖い
お化け屋敷「血の糸」。金沢美術工芸大学の学生とコラボ
をし、社内の撮影スタジオをリノベーション。メディアに
取り上げられ、企業訪問にいらっしゃるお客様や地域の方
が増えています。お土産の「恐怖のカレー」や「廃病院の
におい」も大好評です。

ダイトクコーポレーション
代表取締役・相談役

小畠寛祐氏

㊙コンテンツ
ダイトクコーポレーションの

全28マル秘から
抜粋してご紹介

ランドリー 太鼓の達人 うまい棒コーナー
(３か所)

勤務中に使用でき
る全自動洗濯機８
台。主婦やベトナ
ム実習生に好評で
す！

社員さんが日々の
ストレス発散用に
使用。
本当に達人も生ま
れました。

社員さんのおやつ
用、ご来社される
お客様にも喜んで
いただいています！

工場近くにある海を守るために、独自の浄化処理装置を導入し、排水に含まれる有機物は、微生物に
よって分解し、浄化処理を行っています。工場や事務所はもちろん手洗いなども含め、すべての排水を
直接外部には出さず、浄化装置を通
して処理をしてから排水を行ってい
ます。その他にも持続可能な自然由
来のバイオマス原料を使用した「サ
ステナブルブラックインク」を提携
企業と共同開発するなど、環境に配
慮した生産体制を心掛けています。

１.コンプライアンス
２.環境
３.情報セキュリティ
４.品質
５.雇用・労働安全
６.財務・業績
７.社会貢献・地域志向
８.情報開示・コミュニケーション

全印工連
CSR認証制度チェック分野

オフセット輪転機５台を備え、高品質・大量印刷・短納期を得意と
し県内外からの厚い信頼を得ている株式会社ダイトクコーポレー
ション。今回はその強みを支えているCSR(Corporate Social 
Responsibility)への取組みについて代表取締役・相談役である小畠
寛祐氏にお話を伺いました。 

企業が果たすべき社会的責任

自然と調和しながら印刷文化を発展させていく

→詳しくは「全印工連 CSR」で検索！

ダイトクコーポレーション
マスコットキャラクター

だっぷー

CSRワンスター認定マーク

お客様や地域からの信用向上に大きく貢献しています。

ダイトク

コーポレーションは

ワンスター認定です！

CSRで拓くCSRで拓く

ダイトクコーポレーションって
どんな会社？

自社で生産するものを「プロセス4色」
に注力することを決めました。それに合
わせ「設備」「工程管理システム」「特
色インキ」「人員配置」「外注先」を更
新・見直しをしました。その成果として、電気料金、損
紙、配送料などは減少し、人員は専任化され生産性は向
上しました。

オリジナル商品も販売中▶

▲生産効率が高い印刷機がフル稼働

【ブロワー】
好気ろ床槽に溶存酸
素を送ります。

【流量調整器】
一定ずつ好気ろ床槽
に移流します。

【流量調整槽】
厨房排水の流量変動
を緩和します。

【好気ろ床槽】
油分解菌を含む多種多量の微生物が棲みつ
き、油分とBODを完全に分解浄化します。

公共下水道へ放流

当社では、工場はもちろん手洗い等も含め、すべての排水を直接外部には出さず、
浄化装置を通して処理をしてから排水を行っています。


